
～輸入感染症の最新動向と医療現場におけるポイント～

がん・感染症センター 都立駒込病院
感染症科 部長 今村顕史

変わりゆく感染症リスクにどう備えるか

海外渡航者や外国人患者を診療するための医療機関向け研修会講演



日本の年間渡航者数（2025年）

出国日本人数  １４７３万人

訪日外国人旅行者数 ４２６８万人

観光庁「訪日外国人旅行者数・出国日本人数」
https://www.kansensho.or.jp/ref/index.html



9月13日、成田空港に入国

10月1日、発熱と発疹が出現

10月5日、富山市内の医療機関を受診

10月6日、麻しんウイルス検査にて陽性

外国籍の20代女性

2017年に富山で発生した事例
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麻疹が排除状態に！

２０１５年３月２７日

今の麻疹は輸入感染



アメリカにおける麻しん報告数の推移
（2025年第1週～2026年第25週）

インドネシアにおける麻しん疑い例の報告数の推移
（2024年～2026年第21週）

 インドネシアでは2025年後半から麻しん疑い例が増加してお
り2026年においても週当たり数千人の疑い例が報告されてい
る

 アメリカにおいては2026年第1週より報告数が急増していたが、
その後減少傾向となっている

 両国ともに日本への旅行者が多く、今後も動向に注意が必要Kemenkes
https://surveilans.kemkes.go.id/berita/laporan-mingguan-situasi-terkini-penyakit-infem-dan-potensial-klb-wabah-m2-2026
CDC HP
https://www.cdc.gov/measles/data-research/index.html
JNTO HP
https://statistics.jnto.go.jp/graph/

2026年5月の訪日外国人客の内訳
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【東京都における麻しん患者の発生件数】
（週ごとの累積患者報告数、令和8年6月21日時点確定値）

※縦軸は件数（単位は（件））、横軸は週数（単位は（週））
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【都内における麻しんの年別報告数推移（過去10年）】

※全国の2026年は第24週（2026年6月8日～6月14日）までの累積速報値
※都の2026年は第25週（2026年6月15日～6月21日）までの累積値（確定値）

報告数（件）

262

34
10102

124

2328
0 0

2023年 2024年 2025年 2026年
東京都 10 10 34 262
全国 28 45 265 529



【都内における麻しん患者の推定感染地】

東京都感染症情報センター「麻しんの流行状況 東京都 2026年」
https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/diseases/measles/measles/



東京都感染症情報センター「麻しんの流行状況 東京都 2026年」
https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/diseases/measles/measles/



Ｒ０
基本再生産数

（Basic reproduction number）

Ｒ０＜１ → 感染が収束していく

Ｒ０＝１ → 感染数が維持される

Ｒ０＞１ → 感染が拡大していく



麻疹 （はしか）

R0=15（12～18）



麻疹の臨床経過

カタル期

回復期

発疹期

潜伏期



【潜伏期】

潜伏期間は １０～１４日

９５～１００％が顕性感染



【カタル期】

感染力が最も強い

風邪症状（鼻汁、くしゃみ、咽頭痛、咳）

発熱は低めで下熱（二峰性の発熱）

後半に｢Ｋｏｐｌｉｋ斑｣が出現

発症5日くらいまで





【発疹期】

発疹は、耳後や頬部から出現

顔面→体幹→四肢

小さな紅斑は融合し拡大していく

二峰性の発熱、結膜充血







潜伏期 カタル期 発疹期 回復期

発熱（二峰性）

風邪症状

発疹→融合拡大→色素沈着・落屑



渡航歴の丁寧な聴取がポイント

曝露歴

渡航地

潜伏期間



どこにいたのか？
どんな環境で生活したのか？

最後にリスクがあったのはいつか？
いつまで発症する可能性があるのか？

何を飲んで、何を食べたのか？
蚊などの昆虫との接触は？
ネズミなどの動物との接触は？
水の中には入ったか？

曝露歴

渡航地

潜伏期間



輸入感染症における問診のポイント

【渡航国・渡航期間】

どこの国に、いつからいつまで渡航していたか

【感染機会】

現地の環境、行動、飲食歴、

  昆虫や動物との接触、水との接触など

【症状の確認】

主症状、随伴症状、出現時期、経過

【予防・治療の有無】

予防注射、現地での予防薬、これまでの治療



その国の、どの地域で、何を食べ、
どんな環境で過ごしたのか？

イメージを明確に！



狂犬病

【潜伏期間】 ２～３ヶ月 （１週～１年以上）

発症するとほぼ１００％死亡

ワクチンによる曝露前予防・曝露後予防が重要

＊汚染部位から中枢神経までの距離やウイルス量で異なる



狂犬病による推定死亡者数（人）

ＷＨＯ: Human deaths from rabies
https://www.who.int/teams/control-of-neglected-tropical-diseases/rabies/epidemiology-and-burden

CDC. Global Rabies
https://www.cdc.gov/rabies/around-world/index.html

世界では現在も毎年約7万人が狂犬病によって命を落としている



狂犬病の原因となるイヌ以外の動物種の分布

CDC. Global Rabies
https://www.cdc.gov/rabies/around-world/index.html

コウモリ、キツネ、ジャッカル、マングース、スカンクなどの野生動物も
狂犬病ウイルスを媒介している



海外における入院歴の聴取

日本では発生頻度の低い
薬剤耐性菌を保菌している可能性

＊特に帰国後に入院が必要となった場合に重要



曝露歴の聴取において、

性行動歴は必要か？



世界の三大感染症

結核 マラリア ＨＩＶ感染症



急性ＨＩＶ感染における代表的な所見

発熱

リンパ節腫脹

咽頭炎

発疹、口腔や性器の粘膜潰瘍

筋肉痛あるいは関節痛

下痢

頭痛

症状出現は４０～９０％

典型例は２～６週に出現、１～２週以内に自然軽快

９６％

７４％

７０％

７０％

５４％

３２％

３２％

Ann Intern Med 1995; 155: 1537



① スクリーニング検査

ＨＩＶ感染症の診断は、
２つのステップで検査する

ＨＩＶ !!

（＋）

② 確認検査

（＋）



スクリーニング検査

確認検査

ー  ＋  ＋  ＋

ー  ー       ±  ＋

偽陽性との鑑別を！

感染



渡航後の観察における、

潜伏期間の重要性



潜伏期間 感染性のある期間

発症感染

曝露後の観察 隔離期間



CDC：Ebola Outbreak: Current Situation
https://www.cdc.gov/ebola/situation-summary/index.html

2026年、コンゴ、ウガンダで流行中
2026年5月17日に PHEIC＊宣言

＊PHEIC： Public Health Emergency of International Concern
「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」

2014年、西アフリカ（ギニア、リベリア、シエラレオネ）の流行でPHEIC宣言あり

【エボラ出血熱の流行】



エボラ出血熱
エボラウイルス病（Ebola virus disease : EVD）

【ヒトに感染する４種類の株】
（ザイール、スーダン、タイフォレスト、ブンディブギョ）

【感染経路】 接触感染 （血液、吐物、排泄物、分泌物など）

【潜伏期間】 ２～２１日（通常４～１０日）

【治療】 輸液、輸血、透析などの支持療法

【ワクチン】 Ervevo ＊ザイール株に有効

【症状 】 ＜初期症状＞発熱、倦怠感、筋肉痛、頭痛など

＜約５日以降＞嘔吐、下痢、腹痛などの消化器症状

＜重症例＞腎不全、肝不全、出血症状



渡航後に起こってくる、

代表的な症状をチェック！



米国の研究では、旅行関連の健康問題は64%に生じ、
そのうち60%は帰国後に発症していた.

滞在期間が1日伸びるごとに罹患率は3%ずつ増加し、
30日以上滞在する渡航者は罹患率が80%であった.

David R. Hill. Health Problems in a Large Cohort of Americans Traveling to Developing Countries. 
J Travel Med 2000; 7:259–266.

低・中所得国への海外渡航者では、43～79%が渡航中
または帰国後に何らかの健康問題を経験していた.

Steffen R., et al. Travel epidemiology—a global perspective. 
International Journal of Antimicrobial Agents. 2015.

渡航者の多くが何らかの症状を経験している



渡航後の代表的な症状

発熱、下痢、発疹

＋呼吸器症状など



輸入感染としての

発熱



発熱で受診する代表的な輸入感染症

デング熱
マラリア
腸チフス/パラチフス
リケッチア症
Ａ型肝炎

その他、リケッチア、レプトスピラ、麻疹、旅行者下痢症など



渡航後の代表的な発熱疾患と潜伏期間

デング熱
マラリア
腸チフス
リケッチア
Ａ型肝炎

3～7日（最大2～14日）

1～4週 
7～14日
5～14日
2～7週（平均4週）



デング熱
マラリア
腸チフス
リケッチア
Ａ型肝炎

Plt

↓

↓

→

→↓

→↓

WBC

↓

→

→

→

→

AST/ALT

↑

↑

↑↑

↑↑

↑↑↑

渡航後の代表的な発熱疾患と検査値



海外に行っていたとしても、
輸入感染症とは限らない

一般感染症や非感染症も
鑑別疾患から外さない



マラリアの流行地域
New cases of malaria per 1,000 people at risk, 2024

Our World in Data: Incidence of malaria
https://ourworldindata.org/malaria

WHO. World malaria report 2025
https://www.who.int/teams/global-malaria-programme/reports/world-malaria-report-2025

世界の感染者数 2億8200万人、死亡者数 61万人

（2024年）



マラリア

＊熱帯熱、三日熱、四日熱、卵型マラリア

・ 三日熱（４８ｈｒ）、四日熱（７２ｈｒ）の発熱周期
 治っても休眠状態で残ることあり

・ 熱帯熱は致死的疾患

＊蚊による媒介（ハマダラカ）

＜診断＞ 血液の塗抹標本の検鏡による原虫検出
    迅速検査キットあり

＜治療・予防＞ 抗マラリア薬による治療・予防



デング熱の報告地域 
Countries/territories/areas reporting autochthonous dengue cases 
(November 2022- November 2023) 

ＷＨＯ: Dengue - Global situation
https://www.who.int/emergencies/disease-outbreak-news/item/2023-DON498

＊地域の報告率や症例定義の違いあり

WHO. Fact Sheet_Dengue
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/dengue-and-severe-dengue

世界で毎年１～４億人が感染していると推定



【代々木公園で発生した国内事例 （2014年）】



デング熱

＊市中での感染、温暖化による流行地拡大

＊蚊による媒介（ネッタイシマカ、ヒトスジシマカ）

＜診断＞ 迅速検査キット（NS1抗原、IgM・IgG抗体）
核酸増幅検査（PCR）

＜治療＞ 対症療法

＊発熱、頭痛、発疹などの症状
 稀に重症型デングとなる（出血傾向、臓器不全）





ＤＥＥＴ

イカリジン

蚊の忌避剤

子どもに使いにくい
生後6か月未満は使用不可、年齢により濃度や回数の制限あり

子どもにも使用可能
ツツガムシやトコジラミにも有効

含有濃度 5～30%

*イカリジン５%は DEET１０%と同等の効果

含有濃度 5～15%



「途上国」 に多い感染症

旅行者下痢症



http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjB28Om9s7PAhXEGpQKHd4SA88QjRwIBw&url=http://blogs.bmj.com/ebm/2015/01/08/primary-care-corner-with-geoffrey-modest-md-travelers-diarrhea-review/&psig=AFQjCNGLnbLuJva1rh016gZKU4XPcNbPSQ&ust=1476143790083307


慢性下痢症
（１４日以上続く下痢）

急性下痢症
毒素原性大腸菌
カンピロバクター
サルモネラ
コレラなど

ランブル鞭毛虫
クリプトスポリジウム
アメーバなど

下痢の持続期間と原因微生物





下痢原性大腸菌の種類

腸管毒素原性大腸菌 (enterotoxigenic Escherichia.coli: ETEC)

腸管病原性大腸菌 (enteropathogenic E.coli: EPEC)

腸管出血性大腸菌 (enterohemorrhagic E.coli: EHEC)

腸管侵入性大腸菌 (enteroinvasive E.coli:EIEC )

腸管凝集性大腸菌 (enteroaggregative E.coli:EAEC or EAggEC)





海外渡航後の発疹



デング熱

ジカウイルス感染症

チクングニア熱

リケッチア症

エムポックス など・・・

そして・・・麻疹/風疹

皮疹の出現する感染症



渡航後の呼吸器症状



MERS 中東呼吸器症候群
Middle East Respiratory Syndrome

マーズ

感染源：ヒトコブラクダ

唾液や糞尿、未殺菌の乳、未加熱の肉などを介して感染



2015年、韓国におけるＭＥＲＳの流行



2015年、韓国におけるＭＥＲＳの流行



日本感染症学会「感染症クイック・リファレンス」
https://www.kansensho.or.jp/ref/index.html



日本感染症学会. 感染症クイックリファレンス(インバウンド感染症の感染対策) 
https://www.kansensho.or.jp/ref/inbound.html

【感染予防策】 発熱＋呼吸器症状



日本感染症学会. 感染症クイックリファレンス(インバウンド感染症の感染対策) 
https://www.kansensho.or.jp/ref/inbound.html

【感染予防策】 発熱＋皮疹



東南アジアでは年間を通じて発生

夏のインフルエンザ

日本の夏は南半球の冬



診断後に忘れないように！

・感染症法の発生届

・保健所への連絡



マスギャザリング

共通した目的で、1000人以上の人が、
同一時間、同一地域に集まる

（Mass-gathering）

公衆衛生上の大きなリスク



多数の国々から人が集まる
マスギャザリング

・ 流行の地域差がある感染症

・ その国には存在しない感染症

・ 国によって免疫状態の異なる感染症



北スコットランド隊3名とスウェーデン隊1名が、
髄膜炎菌感染症を発症

2015年、世界スカウトジャンボリー（山口県）

参加各国への連絡
濃厚接触者に抗菌薬の予防投与が行われた



世界における髄膜炎菌感染症の発生状況



髄膜炎菌感染症のリスクが高いアフリカの地域

CDC Yellow Book. Meningococcal Disease
https://www.cdc.gov/yellow-book/hcp/travel-associated-infections-diseases/meningococcal-disease.html

髄膜炎ベルト



日本感染症学会. 感染症クイックリファレンス(国際的マスギャザリングに関連したワクチン) 
https://www.kansensho.or.jp/ref/vaccine.html



ＦＩＦＡ ワールドカップ

第20回アジア競技大会

第5回アジアパラ競技大会

2027年国際園芸博覧会

ワールドマスターズゲームズ

Ｅｘｐｏ 2027 Belgrade

ＦＩＦＡ 女子ワールドカップ

ラグビーワールドカップ

2026年6～7月

9月

10月

2027年3～9月

5月

5～8月

6～7月

9～10月

マスギャザリングが問題となる大規模イベント

米国・カナダ・メキシコ

名古屋市

名古屋市

横浜市

関西広域

セルビア・ベオグラード

ブラジル

オーストラリア



https://commons.wikimedia.org/wiki/File:World-airline-routemap-2009.png



観光庁「訪日外国人旅行者数・出国日本人数」
https://www.kansensho.or.jp/ref/index.html



気候変動 → 病原体と接触する区域の拡大

途上国の経済発展 → 宿主との接触機会の増加

グローバル化 → 感染拡大のスピードが加速

感染症リスクの上昇に備えることが必要！
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